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第
14
旅
団
（
旅
団
長

大
場
剛
陸
将

補
）
は
、
９
月
下
旬
か
ら
10
月
中
旬
ま

で
の
間
「
令
和
５
年
度
旅
団
演
習
」
を

実
施
し
た
。

本
演
習
は
、
西
部
方
面
総
監
（
山
根

寿
一
陸
将
）
を
統
裁
官
と
し
て
島
嶼
部

に
お
け
る
一
連
の
行
動
の
な
か
で
「
任

務
の
継
続
性
」
の
確
保
に
つ
い
て
評
価

を
受
け
る
と
と
も
に
、
併
せ
て
５
個
部

隊
に
対
し
訓
練
検
閲
を
行
う
も
の
で
あ

り
、
配
属
協
同
部
隊
を
含
め
一
丸
と

な
っ
た
増
強
第
14
旅
団
が
演
習
場
に
集

結
し
、
旅
団
長
以
下
バ
ト
ラ
ー
を
装
着

し
て
実
戦
に
近
い
状
態
で
臨
む
、
旅
団

と
し
て
今
年
度
最
大
規
模
の
訓
練
で
あ

る
。旅

団
は
当
初
、
与
え
ら
れ
た
任
務
を

図
上
演
習
（
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
）
に

よ
り
検
証
す
る
と
と
も
に
、
実
力
を
更

に
進
化
さ
せ
る
た
め
の
幾
つ
か
の
課
題

を
明
ら
か
に
し
本
訓
練
に
臨
ん
だ
。

実
動
演
習
で
は
、
９
月
下
旬
よ
り
逐

次
、
訓
練
部
隊
が
四
国
内
の
そ
れ
ぞ
れ

の
駐
屯
地
を
出
発
し
陸
路
・
海
路
を
使

用
し
た
機
動
展
開
に
よ
り
日
出
生
台
演

習
場
（
大
分
県
）
に
進
出
し
た
。

配
属
・
協
同
部
隊
を
掌
握
し
た
増
強

第
14
旅
団
は
、
敵
特
殊
部
隊
や
偵
察
衛

星
等
を
相
手
に
、
旅
団
長
の
一
つ
目
の

要
望
事
項
で
あ
る
「
分
散
・
偽
装
・
欺

騙
・
警
戒
の
徹
底
に
よ
り
必
ず
生
き
残

れ
」
を
実
践
す
る
た
め
築
城
、
分
散
、

小
移
動
等
に
よ
り
部
隊
が
健
在
し
つ
つ

如
何
に
任
務
を
遂
行
す
る
か
、
そ
れ
ぞ

れ
の
指
揮
官
が
脳
し
ょ
う
を
絞
り
阻
止

準
備
を
概
成
さ
せ
た
。

10
月
中
旬
、
敵
の
猛
烈
な
事
前
射
撃

が
始
ま
り
、
空
路
か
ら
の
敵
の
攻
撃
・

侵
入
を
防
ぐ
た
め
高
射
特
科
部
隊
は
対

空
戦
闘
を
繰
り
返
し
、
降
着
し
た
敵
に

対
し
て
は
、
侵
攻
を
阻
止
す
べ
く
特
科

隊
に
よ
り
砲
迫
火
力
を
発
揚
す
る
と
と

も
に
、
第
一
線
部
隊
に
よ
る
本
格
的
な

阻
止
戦
闘
が
始
ま
っ
た
。

旅
団
は
、
任
務
を
継
続
す
る
た
め
、

抗
堪
性
を
確
保
す
る
こ
と
を
主
眼
と
し

て
予
備
陣
地
の
構
築
を
継
続
し
つ
つ
、

負
傷
隊
員
を
空
輸
等
に
よ
り
後
送
す
る

と
と
も
に
敵
の
化
学
攻
撃
に
対
し
汚
染

地
域
の
偵
察
、
地
域
の
安
全
化
を
図
っ

た
。

いざ、実力の進化へ
－令和５年度旅団演習－

本
演
習
に
は
、
９
月

に
配
置
さ
れ
た
ば
か
り

の
新
隊
員
も
参
加
し

た
。
初
め
て
経
験
す
る

長
期
の
野
外
訓
練
、
体

力
が
底
を
尽
き
る
ま
で

夜
通
し
行
わ
れ
る
陣
地

構
築
作
業
、
容
赦
な
く

繰
り
返
さ
れ
る
敵
特
殊

部
隊
の
襲
撃
に
困
難
な

状
況
を
極
め
た
が
、
歯

を
食
い
し
ば
り
先
輩
隊

員
の
背
中
を
追
い
か
け

な
が
ら
一
生
懸
命
任
務

に
打
ち
込
む
隊
員
の
表

情
が
印
象
的
で
あ
っ

た
。半

年
前
ま
で
、
銃
の

持
ち
方
さ
え
も
知
ら
な

か
っ
た
新
隊
員
は
、
装

具
を
身
に
つ
け
我
が
身

や
仲
間
を
守
る
た
め
に

銃
を
扱
う
立
派
な
陸
上

自
衛
官
へ
と
成
長
し

た
。

今
年
度
入
隊
、

９
月
に
部
隊
配
置
さ
れ
た
新
隊
員
も
訓
練
に
参
加
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いざ、実力の進化へ

旅団指揮所構築を行う隊員重傷者（ダミー）の処置を行う隊員
（写真：右）

施設防護部隊として編成され警戒を行う隊員

戦闘指導を行う旅団長

民間船を活用した海上機動
（第１５即応機動連隊） 陸上機動（瀬戸大橋）

（第１４偵察隊）

昼夜を分かたず旅団指揮所を構築
（第１４施設隊）

除染活動のための調整
（第１４特殊武器防護隊）

通信の維持・運営
（第１４通信隊）

（
第
15
即
応
機
動
連
隊
）

（
第
14
後
方
支
援
連
隊
）

スカイレンジャーによる
偵察活動

敵車両を狙う無反動砲手

野外において損耗した装備品の
溶接を行う隊員

重症者９名の緊急患者空輸

旅団指揮所の構築作業を行う隊員
（第１４施設隊）

増
強
第
14
旅
団
は
、
旅
団

長
の
二
つ
目
の
要
望
事
項
で

あ
る
「
戦
闘
力
を
結
集
（
組

織
化
）
し
、
任
務
を
完
遂
せ

よ
。
」
を
具
現
す
べ
く
、
各

部
隊
が
持
ち
う
る
能
力
を
最

大
限
に
発
揮
、
任
務
を
遂
行

し
訓
練
を
終
え
た
。

第
14
旅
団
は
、
本
演
習
を

通
じ
、
旅
団
隷
下
部
隊
の
練

度
向
上
、
協
同
部
隊
と
の
連

携
要
領
の
深
化
及
び
作
戦
遂

行
能
力
の
向
上
を
達
成
し

た
。
今
後
も
各
種
訓
練
を
通

じ
て
、
部
隊
及
び
各
個
の
練

度
の
向
上
を
図
る
と
同
時
に

旅
団
全
体
の
更
な
る
実
力
の

進
化
を
図
る
。
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優 秀 隊 員
■

第
15
即
応
機
動
連
隊

３
等
陸
尉

久
保
薗
靖
浩

３
等
陸
曹

川
口

哲
弘

２
等
陸
曹

大
林

信
也

２
等
陸
曹

畑
山

亮

３
等
陸
曹

英

玲
緒

陸
曹
長

角
田

昭
治

３
等
陸
曹

山
本

代
一

２
等
陸
曹

川
崎

将
尚

２
等
陸
曹

末
松

烈

■

第
14
後
方
支
援
隊

２
等
陸
曹

松
林

洋
史

３
等
陸
曹

大
本

拓
実

３
等
陸
曹

林

亜
由
乃

３
等
陸
曹

網
矢

龍
彦

２
等
陸
曹

中
本

貴
能

３
等
陸
曹

林

大
和

２
等
陸
曹

金
子

雅
範

１
等
陸
曹

橋
本

直
也

■

第
14
施
設
隊

陸
曹
長

岡
﨑

和
也

３
等
陸
曹

川
原

稜
裕

■

第
14
通
信
隊

１
等
陸
尉

畦
田

正
樹

２
等
陸
尉

小
谷

祥
平

■

第
14
特
殊
武
器
防
護
隊

陸
士
長

宮
下

小
雪

講評及び優秀隊員の表彰
旅団長は、善通寺駐屯地において、第１５即応機動連隊及び第１４後方支援隊に対して、日出生台演習場において、第１４施設隊、

第１４通信隊及び第１４特殊武器防護隊に対して、本訓練検閲での講評及び功績のあった隊員に対する表彰を行った。

第１５即応機動連隊（連隊長 徳淵文雄１等陸佐） 第１４後方支援隊（隊長 佐藤欣央１等陸佐）

第１４特殊武器防護隊
（隊長 西原清隆３等陸佐）

第１４通信隊
（隊長 小野田怜２等陸佐）

第１４施設隊
（隊長 𠮷田正幸２等陸佐）


